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Ⅰ･はしが号

l廟政界土嚢わ経営経済的研究を茸施せんとす

る紅常り,轡硯的分析を行ひ,之を三成的綜合
把塘系化する方法論を採用すろこととした.-そ

のため,まず,我国でも最も古い俸統を持ち,J

その生産額に於ても従業員数に於七も全図首位

にあり,陶戟辞の札.屋根瓦,煉.FL,蔽火物,
椅子及椅子製品に於ても重囲有数の生産額を有

する愛知壌下に於ける陶磁器工業を研究せんと

計喜した.つぎに,愛知凝下に於ける陶磁器工

菓の研究を進むるに昔わ,第一段階として願下

知多部常滑町一窮二段階として瀬戸市,.第主段

階に牟て愛知解丁重嘘,最終段階k於て全日本

陶磁器工業の鐙督経済的研究を`完成せんとする

ものである.

本研究に就ては昨年章雄した常滑町の陶磁器

工業安登調香の結果を資料として,神戸商科大

挙に於ける日本経営草食第二十二回大倉に於て

｢窯業軽督形態の特質｣と超して次の如き内容の



重義を行ったのであった.之は日本感奮畢禽年

報として凌表される濠定であるので,こ1には

重複を避伊てその後の研究の成果にらき萄表を

行ふこと1したい.

一票業軽撃砂塵の特琴

(I)本研究の趣旨と研究方法

愛知願常滑町に於ける陶磁器工菓の

地位

(2 )陶磁辞工業の経営数及経哲規模

(8 )陶磁器工菓の鮭哲組織

(4)経営統制機関

-
(5)陶磁券工業経欝移動の茸態分析

(6 )陶磁器工業の煙管労務者数

(7)陶磁器工業の経営設備

(8)陶磁器生産の主要磯城

(9)陶磁器工業の生産額

(10)陶磁好一人雷り生産額の茸態

(】1)経驚労務者の賃銀及給料

(12)陶磁器の配給方法

(18)陶磁器の原債構成分析

(14)陶磁器工業の経営状態

(16)芸陶磁欝工果実監督の難粘故に救済策

Ⅱ.エ業立地健件より見たる陶磁器

工業樫賛の特質

ア)I.フレヅド･ウェーバーの説いてゐる工巣

立地理論町依れば,陶磁器工業は所謂原料産地

指向性を持つ工業である..従って工場乱原料

産地に吸引せられる共憩性を持つことを第一に

あげなければならない.

陶磁漆工業は第一原料として,原土すなは

ち,陶石,陶土,粘土の外,副原料として各種

の籾聾者色剤を必要とL/焼成用として,石家

電九新米その他の然料を必要とする･

原土は,

､(イ)その危静陸と自壊性の故に,破損し,.

型くづれを生じ易く,焼成前に於ては

輸遠不可能なる現状にあり,

(p)焼成前に於ては,水分を含み,重量極

めて大なるを常とするが放に遠距離輸

B39

途には通常でなく!

(-)焼成用の,象 苧やその他を築造する
ために,美大の耐火粘土を必要とする.

かくして,陶磁祥工業は第一原料産地に近く

吸引せられ,こ1に,例外なく立地すること1

なつでゐる.

第二原料としての鞄勢着色剤は,その工糞

立地粘に近ぐ立地する傾向があり,高級化畢製

品は,外閉又は他都市ネり特入せらる1歩合も

ある.

石衆,薪衆その他の燃料も亦,その工業立地

鮎に近く立地する傾向があるが,次第に枯渇し,

他地域より購入せられる場合もある.

之を常滑町につきて見るに,原土は,常滑町

を中心に西津町, ･鬼崎町,成岩町の一帯,潮ヒ

5粁,東西5粁に亘りて産田せられ} 測定の結

果に依れば埋蔵量は,山土,畑土,田ニヒを合せ

181.600頓に及ぶと言はれてゐる.--一一年の平均使

用量は, 1.450噸前後であるから,原土の不足と

言ふ事は首分考えられない状態で.ある.この鮎

は瀬戸市その他の陶磁器産地についても大嘘同

一と言ふことができる.

エ業立地的見地より陶磁辞工業経費の第二の

特質を拳ぐれば,その俸競的技術でb-る.これ

は日本の在来羊集中内でも最も古い俸統を持つ

ものi一つであって,その地方的分布に畢ても,
技術的内容に於ても,それぞれ特殊性を有して

ゐる.然しながちその俸統的技術にも二つの類

型が存在するととを費見する.
･

(A)俸療的技術の泊滅分野

今日に於ては,個人的作家として,その優秀

な技術を以て,垂術的零国東に浸りながら,莱

の向くま1に,茶辞,庵番,忠.},fi.抹茶/左腕を
作りながら, ∴家の主人として,扶養豪族を蕃

ひつ1,生計を維持することは,殆んど不可能

である.常滑町の賓例について見れば, ∵b'月

間に二三軌商品生産に従事するかたわら,蓉

術品ないしは,展驚倉出品のため制作する程度

の様である.多くは老人で,既に一家経済負桧

を後織者に譲った如き人である. ･

かくの如く純粋塵術拍,俸統的技術を永磯す



Em

る分野は年と｣与に消滅せんとする過程にあると

雷ふことができる.それは純粋牽術的制作のみ

にては,今日の摩擦社食に於て,生計維持は困

難菅あるとの理由に基くのである.

しBう 俸溌的技術の存続分野

陶磁辞工菓に於ける完成品は,その中間ない

しは最終仕上げに於て,必ず手細工､ (Ⅱand一

理唾itigトの過転が存在する.縫ってかゝる細エ

ーなt^′しは技術が,
｢見たり,聞いたり-ためし考

り｣の方法で俸授せられた.ひも作りや,土こ

ねに多年を愛して,名人技巧の捧授せられたこ
と乱.鹿茸の俸ふる所である.今日,あらゆる

嘩類D陶滋券工業l'1;品に於て必要･とする或る程

度の技術乱 今後に於ても,長く存緯すること

瀦確轟せられる.

肝･陶嘩器エに逝ける=極集中
傾向の分析

中世以降,工発煙哲形態の讃展過程は大過に

畢て,手工業制より家内工業制を経て近代的工
場制旺推移してゐる.これは産業革命以裾近代

磯節故に大資本が工業燈皆上重要なる雷素を為

すと共にその績向が著しく規はれるに至った,

倣軌廟田妓に′ト工業もその特質を替揮し,そ

の密曹教も従業員数も,他の規模の工業に比し

増大の領内にあった この近代的大規模工業の

蓉達と,零細故に′ト工業の祝儀い藩頚とを璃し

て,エ業経営に於ける二極集中傾向と言ふ.

明治4写年以来の我淘工菜経筆数故に徒斐者

教の比率を求むれば次表の如くであって,大工

糞摩皆の著しい襲展と, ′ト工業に於ける経昏故

紅従業者あ存緯ないしは,増大の潜在力とを見

出すことができるであらう.

エ業経.替分布表
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このことは,第二奉陛界戦争前に於ける陶磁
器工業に閲しても,そのまi安富するの七あつ

て,'輸出向高級良津,玩具,タイル,衛生陶器

の如きが主として大工業形濃紅よりて経営され,

それ等金要は隆昌甲-'途を迫り,之と共紅,零

細故に小工業もその特転を蓉挿して,壷皆数も,
従業員数も,他規模工業に比し増大の傾向に参

った.然るに,今次の世界戦争を実検として,

陶遊歩工業に於ける経営数故に従菜員数の規模

別分布は,著しい変化を示す,k壷ち･てゐる.

我週に於ける全陶磁辞工業をその従業員数に依

りて,
､

(イ)･零細羊嚢(5人未満)

(t2') ′ト工∴業( 6人-29人)

(ノ､)中工業(30人-99入)

(.=)大工業(100人--以上)

の4階級に分ち,その経営数遠に鍔乗員数の､比

率の推移を観察して,その構造轡動を理論づけ

ることとしたい.

鞄滋巻工業軽輩卦.

笛劉.1年鹿l-王考ふ工業

陶滋諸工業従業員数



･
(1)戦前に於抄る二極集中傾向の賛嘆

一千年の歴史を有する陶磁器工業.ち,苗代紅

′於てはその時代の素朴な生活様式に適合した茸
用品の生産が主であった.その後陶組之稀せら

る1加藤四郎左衛門景正(約700年前)観と

俸えらる1加藤民曹(約130年前)の貢献によ

り,封建時代を遮り.,一明治,大正,昭和時代を

過ぐ､ると共に,国内需要に摩するのみならず,

生産顧の約年数を輸出するに至ったのである.

二勿論,その間に,景窺の轡乱世界経済轟情の

襲化と共紅,興亡を繰返えすこと一再ではなか

った.

昭和12年日支事変勃蓉より昭和20年8月15

日までを偶に戦争期間とすれば, ･この戦争の開
始せらる1までは,大工業と,零細劫に小工発

とは共に,前掲の数字が示すどとく,経費数故

に椎柴員数は,･年と共に,増加の過程を示し'

･企菓資本,経営信用も比較的豊富に輿えられ'

原料を買入れ,賃銀を安雄ひ,生産をつゞける

ことにより,その聾展を推進したのである.
(a)戦時中に於ける二極集中傾向の旗慶

昭和12年日支事挙が突聾し転.之は昏時日本

に負はされh･,歴史的時期に於ける'無上命令

と衰えられた.これ紅基き.･戦時生産力の壊軌
範化政策が強力に進められ,一方圃内産業敵船

は戦時膿制-韓換されるに至った.

第一段階に於て,中小商業者がト第二段階K:於

て中小商業者が第二段階に於て中小工業者が軍

需生産力の増強に,平和産業が軍需産業-と帝

換を強制された.

戦禍の境大と共に,従爽主要聴出先であった

兼英故にその勢力圏にあった諸国に封する市場

は閉鎖され,零細故に′ト規模の陶磁希工菜は,

企業車備の旋風下にさ.らされ,従業者の大牢軌

職場樽換を飴儀なくされて,その経常数,従業

~負数は20%内外紅塵縮せらる1に至った.

陶磁器工業に封する戦時封策としては'

(イ)軍需品工業-の樽換

(fZ)代用品工菓への持換

(ハ)土乗組合に依る共同施設利用

那,その主要なる卑のであつ準･電秦野練嘩の

!匡≡召
＼

製作,代用鍋,蛋,日用品の作紫,エ兼蜘

･依る特兎晶最低必需品の生産の如牽が行虻払渡

･が,.その凍生産額_も潜滅し,零細鼓匠小規模鞠
磁器工発着の殆んどが軍需工業に封す胡琴捗
`働者此する事態と二放った.之等o;審捧紅紫画し

て,零細故に小規模陶磁器工業は洩蕗孤瀞を

遡り_
,傾かに垂需品工業へ蒋換した為.;,少数a)

大王菓のみが存摸することiなり,個磁界串菓

に於ける二極集中傾向は重く親展する乾室づた

のやある.I

(3)戦後に於ける二極集中頗向の疲括

錦城昭和12年以三瓶 消耗戦濠継練し,,多く

の財産を烏有に僻したた→めに,滑費財殊転fI常

一生薄物資由著しい不足を来すこ'ととな魂.唱
和20年平和め再発と共に,インフレ-ショLシの

進展,物債騰貴とな吐, ∵般大衆の生活難,･安

物横倍の遊戯,流感界よ:りの物資の引きあげ現

象を衆し,産菓界には重富な資金が意ま-るゝ忙

至った.陶磁器工業は他の匪兼好きせが伊て復

興へのスタートをきり,業界は奉げで生泰の骨

張にうと軌着々その賓を回復するに壷っね.
買手が掠奪する様に製品を取り合って, -奮わ

さばいた.勿静,金を置いてわことで魯る,作

る.要れる.原料を男ひ貸金を沸う.出凍上つ

た薬品はすぐ菅れる.`こうrした好景賀が終戦以

舛,つい一昨年までのことであった∴こ舶,

昭和23､年為替レートの設定,経済安定や番ぎ■し

を見るまでの嘘の様な事賓であった.

他方,コーt=-,セット,･チ-,セウト,l衛

生陶器,莫衝工費品,玩具,復興粕のタイル,--

そめ他に封する需要も激増し,戦後陶藤津由輸

出金額の占むる比率は,戦前に,この輸出金額

の占めてゐた比率を凌駕する結果を示してゐる･

かくして,昭和･22年度に於ける陶磁器工兼の

経営数劫紅従業員数の分布を見るに'再び'二大

工果故に零細及び′トエ菜の相野的振興旺卑り'･
之に封する比率が復活の傾向を示してゐる.こと

は,前掲数字の示すが如ぐやある.

之を要するに,経済界の-般的推移に牌する

限り,景気の上昇に伴恥之把封する遠藤カの

唄い零細故把′ト工業は'莫大な資本力を席して
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'､景菊の推移を科学的に洩捌する近代的大1業と

共紅,兜づ第一に復興し,二極集中の傾向は甲

び促進せられる段階に進むものと言払得るので

はあるまいか.

戦後陶磁器工業に紬して乱 日用必衰晶に封

する累積した莫大な需要は,前述ゐ如く嵐の様

な好景気をもたらし7t.之転封.Lて,零細故に

小工業者は,戦時中いたでを受けた_にも拘らず,

まづ第∴に,窯を復活して日用品,小物の焼成

をなし,年製pt]H,･部分品の下請によりて自営嘱

立を開始するに至ったのである.之に封して,

大規模工菓も,安い為替L,-トの利用によ声静

出振興の結展,外貨の掩待となり,異常な好況

を蓋した.これにより戦前に近い分布を見るに

室ってゐるととは,前掲の数字に依りても明ら

かであらう.

昭和24=年4月25日,単一為替レートの設定

此依り,日本経済は安定化の造を辿るに至り!

企業資金の鉄乏,失菜の増加と共に,.一般企業

の経営難,梅外輪出の困難化が加重した.

陶磁器工菓に閲しては,特に強く影響を及ぼ

すに至り,二極集中傾向は,現車或る程度停滞

の現象を示してゐる.

Ⅳ.陶磁器工業の発展考典策

終戦後のインフレーションは,正常な状態-

復曝する過程に於て,第一次大戦後の濁逸に見

られた様な大規模なも､のではなかったが,同じ

様な現象を伴った.平時紅於ては,存揖能力の

ない企業にも,見かけの利潤を保讃したので,

企業の経営がルーズに掩れた.昭和24年4月

860園の単一為替レ-ト設定以来,産業界は.

安定恐慌の段階に入り,破産する企業の数が増

加し,企業経常の合理化,正常化の活を辿るに

至った.

斯くして,陶磁器工業経営上困難なる鮎とし~

て菓者の指摘する所は,終戦後,社食,経済状

況の推移と共に襲化し,昭和24年4月単一一虜替

レート設定前に於ては,所謂インフレ景気によ

り,統制封象たる材料物資の獲得難,例-ば石

家電力の削常不足が第一に馨げられて勾た.樫

済安定化の段階に進むと共に,むしろ,敢禽,

経済的根本FC枝はる諸問題が指摘せらる1に至

った.以下之等の明かにすることにより,陶磁

器工業の蓉展振興策を給ずること1する.

I
(1)陶磁器工業に於けろ俸統的鉄陪の除去

中世封建経済社食よりの遺産として泉櫓した.

問屋制販責横構と,手工菓乃至家内工業的生産

形態との連結,すたはも,近代別間屋賓衷の支

配下に,非能率的零細故に小工菜を有線せしめ

んとすろ経営組織の復括がうかがはれる.之は

終戦後の好況によ.り,市場測定能力と放資横構

とを軽硯し,之に努力を梯はなかったことに基

因するのである.

次に,小農経常の支配的存在に依り労働人口

の絶えざる供給を持つ我国工巣の低質銀故に能

率低き労働力の数率引上げの問題がある.之等

は次に掲げらる1問題と閲聯するところである.

(2)陶磁器工業に於ける生産性の向上

,陶磁器工菓に於ては,封建的経営組織の下に,
苦汗的労働制度を維持し.自然的労働を主とし,

機械的労働を従とし, ｢見たり,聞い奉り,ため

したり｣一と言ふ棲語の如く,徒弟拍,零細経督

を存摸せしめてゐる.この生産手段機械化に封

する資本構成の低度なることは,その製品の畢
/

債を高め,.封外競争力の臆静陸を結果する.故

に於てか生産過程の横械化-原土の輸迭,土
練り,原型作興,乾操,焼成などに横械力を利

用すること･-に串る生産能率の向上が必要で
ある.

従壬私.陶磁器工業に於ては,か1る生産性の

劣悪さを,労働密度の張此,低質銀により補ふ

手段が採用せられ来り.,非能率な零細又は′ト工

業が存綬したのである.

(イ)技術の革新

(t2)経済性の向上

がこの意味に於て,将来の費展に封する必要な

燥件である.

(5)陶磁器工莱に於ける経営の合理化

陶磁工業の経瞥を合理化する方法としては'

次の如きものが考えられる.
1

(イ)陶磁器工業を輝能的に組織化すること



が一つの手段である.すべての規模の工轟を製

造品種的に連繋して境の連絡を図り,或はヤ論

文は部分品作製等により,硬の連絡を固少事-1'軒､

は資金,設備の如きを相互に融通し合ふが如き

で参る.

(t2)エ菓協同組合,同業組合,同種品目褒

達者の協同に依り,資金の融通,設備の共同購

入,原料の購入,製品の坂東,其他を行ふが如･
′

き推第二の方法である.

之に依り高級優秀なる設備を利用し,技術的i

経済的能率を高め,従来無統制に労働力t'設備

34き,

ーを使用し7e'_るを改革て,陶磁器工業に計董性と
舵--性~を輿え,大工菜は勿静,中小鼓把零細工

粟粒軒ti,すも,合琴的経欝を癖探すづきであろJ.

元爽,陶磁器工葉は∴その経曹が封建的遮嬰

的セあったのであるが.之を改め,'･

(A)
_経菅原則に科単性と技術性を輿え

E(B)経費目模の合理伸と組織化を囲9

･
(q)経常の存揖と襲展を確保することに依

り,

その文化水準, '生活水準を向上せしむることが

必要ではあるまいか.

〔社〕この研究は昭和言十四･五年度に於ける科挙研究費によ5て行はれつゝあるものであるd


